
８月猛暑の中にスタートした２学期も、８２日間を過ごし、今日無事に終業式を 

迎えました。皆さんにとっての２学期…いかがだったでしょうか。 

 ２年生の修学旅行、３年生が学校のリーダーとして牽引してくれた学習成果発表会や合唱コンクール、また、

陸上及び駅伝中体連や新チームでの各種大会等、学校行事や多くの教育活動で一人一人が活躍した２学期でし

た。そして、先日行なわれた平成３０年度生徒会役員立会演説会で立候補した１４人の皆さん方が、それぞれに

「南阿蘇中学校を更によくしていこう」と全校生徒に訴えてくれた素晴らしい演説について「誇りを持って、更

に更にすばらしい南阿蘇中学校を目指して頑張って欲しい」ことを伝え、忙しい中にも充実した２学期でもあり

ました。明日から冬休みです。皆さんは、冬休み中に新しい年を迎えることになりますが、学習や部活動等など

努力していることは決して裏切りません。今、取り組んでいる一つ一つのことが先々の基礎になることは間違い

ないと思います。すばらしい新年を迎えてほしいと願っています。どうぞよいお年をお迎えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日目は、生徒たちが一番楽しみにしていた京都市内班別自主研修でした。それぞれの班が事前に調べた京都

の名所を、自分たちの力で市営バスに乗ったり、地下鉄を利用したりしながら見学するという内容でした。バス

の乗り場や利用する路線などで迷ったり、班の中で意見が分かれたりしたこともありましたが、事故等にあうこ

ともなく全員ホテルに帰り着くことができました。予想外の事態に対応しなければならないときも、班で協力し

て乗り越えた生徒たちのたくましさに感心しました。 

平成３１年度生徒会役員立会演説会及び選挙が、１３日（金） 

に行なわれました。来年度、南阿蘇中学校の 

リーダーとして頑張っていこうと志を高くも 

ってくれた新２年生５人、新３年生９人、計 

１４人の皆さん方が、それぞれに自分の思い 

を全校生徒の前で意見発表してくれました。 

１２月５日（水）に公示されて、約１週間という短い期間でしたが、朝早くから、 

また昼休み等の選挙活動等、寒い日も雨の日も選挙運動を頑張ってくれました。そして、立会演説会でも全員

が心に響くメッセージを伝えてくれました。立候補してくれた１４人の皆さんの思いを、次年度の南阿蘇中学

校の更なる飛躍のためにつなげていってほしいと願っています。立候補者そして応援者の皆さん、本当にお疲

れ様でした。新生徒会執行部役員は、次の通りです。南阿蘇中学校の牽引役として頑張って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南阿蘇村立南阿蘇中学校 学校だより 

№ １ 

Ｈ30．12．21（金） №11 文責 坂梨 

２年生：○○君、○○さん、○○君、○○君、○○さん    

１年生：○○君、 ○○君、 ○○君        ※立会演説順 

  

６日（木）の教育講演会、授業参観等、お忙しい中多数の保護者の皆様方に 

ご参加いただきありがとうございました。今回は、環境保全型農業技術研究会 

の○○○八代支部長をお招きして「米作り１年目から農薬はいらない～食育 

は土を育むこと～」と題して食育の重要性について講演を頂きましたがいかが 

だったでしょうか？今年、南阿蘇村で開催された「阿蘇フォーラム」でも、「食」をテーマとして様々な取り組

みが行われました。私たちが、生きていくうえの源である食の重要性について、わかってはいるものの真剣に考

える機会はなかなかありません。そんな中、食の安全性と併せ体によいおいしいものを摂ることはとても重要な

ことをわかりやすく話をして頂きました。お家でも、子どもさんと一緒に話題にしていただければと思います。 



１２月４日（火）の午後、村長と次世代定住課の皆さんをお招きして、３年生が総合的な学習で取り組んでき

た「将来の南阿蘇」について意見交換を行いました。７班に分かれて、中学生が考えた内容をプレゼンにまとめ

村長に聞いていただくという内容でした。「バスの路線増大案」「子育てしやすい村づくり案」「旧小学校校舎の

再利用案」「人口増加案」など、子どもたちなりに考えたアイデアを聞いていただき、村長からは丁寧な返しを

頂きました。生徒たちは自分たちが授業で取り組んだ内容が、村長や次世代定住課に皆さんに届いたことを喜ん

でいました。この取り組みが継続していければいいなと思っています。 
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■ 女子バスケットボール  

阿蘇郡市新人戦バスケットボール大会優勝 

■女子バレーボール    

阿蘇郡市新人大会優勝、阿蘇郡市協会長旗大会優勝 

■野球  味岡旗熊本県大会阿蘇郡市予選 準優勝 

■剣道  県下段別剣道選手権大会優勝 ○○さん 

■くまもと子どもの美術展特選  ○○さん、○○君 

○○さん、○○君、○○君 

■一行詩「いのちのうた」コンテスト入選  

○○さん、○○さん 

昨年度は内閣府から「防災教育チャレンジプラン 

優秀賞」を、今年は「防災甲子園はばタン賞」をい 

ただき引き続き防災教育に取り組んでいます。今回 

は、１２月２０日（木）の午後から「リアルＨＵＧ」 

を行いました。「ＨＵＧ」とは「Ｈ：避難所 Ｕ：運 

営 Ｇ：ゲーム」の略で、この取組をとおして避難所 

を上手に運営する方法を学ぶとともに、自分や大切な人の命を守り、未来の南阿蘇を担う人材育成になればと願ってい

ます。特に今年は、非常食も含めた避難所運営の学習を行いました。くまモンも応援にかけつけてくれました。 

 

 

14日（金）に行われた人権集会では、学年ごとにこ 

れまでの人権学習の取組や日頃の学校生活で感じてい 

ることなどをまとめて発表しました。また、19日（水） 

の夜に開催された子ども会学習会人権劇では、「自分 

をはかるものさし」と題して、○○先生が支部の先生 

の話を聞き取り作成したシナリオをもとに発表しました。約１週間の短い練習期間でしたが、小学生、高校生の

協力をいただきながら、それぞれが役になりきり見事に演じ切り参観者から大きな拍手をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日目は、生徒たちが一番楽しみにしていた京都市内班別自主研修でした。それぞれの班が事前に調べた京都

の名所を、自分たちの力で市営バスに乗ったり、地下鉄を利用したりしながら見学するという内容でした。バス

の乗り場や利用する路線などで迷ったり、班の中で意見が分かれたりしたこともありましたが、事故等にあうこ

ともなく全員ホテルに帰り着くことができました。予想外の事態に対応しなければならないときも、班で協力し

て乗り越えた生徒たちのたくましさに感心しました。 

冬休みは、年末年始が入り不規則な生活にな

りがちです。せっかくの楽しい休みも体調を崩

してしまっては台無しです。「早ね 早起き 朝

ごはん」の言葉のように規則正しい生活を心が

けて、有意義な冬休みにしてほしいと思いま

す。健康や安全には十分留意して過ごしてくだ

さい。今年もいろいろとお世話になりました。 

 


